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学生募集要項 
 

信州大学大学院 

総合人文社会科学研究科（修士課程） 

総合人文社会科学専攻  

公共交通機関の乱れや自然災害、人為災害、感染症等の影響により、所定の日程による試験

実施が困難となるような不測の事態が生じた場合は、試験日程や選抜方法を変更したうえで、

入学者の選抜を行うことがあります。新たな措置を講じる必要が生じた際には、本研究科

web サイト又は出願時に登録したメールアドレスへお知らせします。 

https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/ 
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この「学生募集要項」は必ずダウンロード又は印刷し、熟読してください。 

個人情報の利用 

 

信州大学における入学者選抜を通じて取得した個人情報については、入学者選抜 

のほか、次の目的のために利用します。 

①入学手続 

②学籍管理 

③学習指導 

④学生支援関係業務 

⑤入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究 

 なお、調査・研究及び結果の発表に際しては、個人が特定できないように処理しま

す。 



インターネット出願の流れ
出願完了までの流れは、以下の通りです

インターネットに接続されたパソコン、プリンターなど
を用意してください。
必要書類※は、発行まで時間を要する場合があります。
早めに準備を始め、出願前には必ず手元にあるように
しておいてください。

証明書

画面の手順に従って、必要事項を入力してマイページ登録を行ってください。
なお、マイページの登録がお済みの方は、STEP４に進んでください。

インターネット
出願登録サイト https://e-apply.jp/ds/shinshu-u-grad/

https://www.shinshu-u.ac.jp/grad/admission/01.php

または、

からアクセス

②メールアドレスの登録を行って
　　　　　　　　　　  を
　クリックしてください。

④登録したメールアドレスに
初期パスワードと
本登録用URLが届きます。

事前準備

マイページの登録

インターネット出願登録サイトにアクセス

（顔写真データ）

③ユーザー登録画面から
　　　　　　　  を

クリックしてください。

⑤ログイン画面から
登録したメールアドレスと④で
届いた『初期パスワード』にて

　　　　　　  を
クリックしてください。

⑥初期パスワードの変更を
行ってください。

⑧個人情報を確認して
　　　　　　　　  を

クリックしてください。

⑦表示された個人情報を入力して
　　　　　　を

クリックしてください。

仮登録メールを送信

この内容で登録する次へ

大学ホームページ
（大学院インターネット出願）

①初めて登録する方は
　　　　　　　  から

　ログインしてください。
※＠e-apply.jpのドメインからのメール
　を受信できるように設定してください。

マイページ登録

※必要書類… 顔写真データ、各種証明書など
詳細は学生募集要項参照

ログインページへ

ログイン

事前
準備

出願登録
サイトに
アクセス

出願内容の
登録

入学検定料の
支払い

出願
完了

マイページの
登録

出願書類等の
郵送

受験票の
印刷
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画面の手順や留意事項を必ず確認して、画面に従って必要事項を入力してください。

申込登録完了後に確認メールが送信されます。メールを受信制限している場合は、送信元（@e-apply.jp）からのメール受信を
許可してください。　※確認メールが迷惑フォルダなどに振り分けられる場合がありますので、注意してください。

①マイページログイン後の
    　　　          　　ボタン
　から登録画面へ

③入試選択と留意事項の確認②研究科・専攻の選択 ④志望先情報の選択

⑤顔写真のアップロード

ローソン、ミニストップ、ファミリーマート、ペイジー対応銀行ATMの場合

払込票番号
メモ（13桁）

セブン-イレブンの場合

オンライン決済
番号メモ（11桁）

確認番号
メモ（6桁）

収納機関番号
（5桁）

お客様番号
メモ（11桁）

デイリーヤマザキ、セイコーマートの場合

入学検定料の支払い方法で「コンビニエンスストア」または「ペイジー対応銀行ATM」を選択された方は、支払い方法の
選択後に表示されるお支払いに必要な番号を下記メモ欄に控えたうえ、通知された「お支払い期限」内にコンビニエンス
ストアまたはペイジー対応銀行ATMにてお支払いください。

出願内容の登録

5 8 0 2 1 ※収納機関番号は、ペイジーで
お支払いの際に必要となります。

●コンビニエンスストア
●ペイジー対応銀行ATM
●ネットバンキング ●クレジットカード

⑥個人情報（氏名・住所等）の
　入力

⑦出願内容の確認 ⑧申込登録完了

⑨入学検定料の支払い方法

⑨登録完了となります。
　　　　　　　　　　　を
　クリックしてください。

⑩上記ページが表示されたら
　マイページ登録は完了です。
※出願受付中の場合のみ、　　　　　　　　　　　　 ボタンをクリックすると出願手続に進めます。
　登録期間外の場合は、これより先に進めませんので　　　　　　　  ボタンをおしてください。

出願手続きを行う
ログアウト

⑩出願に必要な書類PDF
　（イメージ）
※検定料納入後に出力可能となります。

申込登録完了後は、登録内容の修正・変更ができませんので誤入力のないよう注意してください。ただし、入学検定料支払い前であれば正しい出願
内容で再登録することで、実質的な修正が可能です。
※「入学検定料の支払い方法」でクレジットカードを選択した場合は、出願登録と同時に支払いが完了しますので注意してください。

出願手続きを行う

マイページへ

 ボタンをクリックし
写真を選択します。

 ボタンを
クリックすると出願確認票が確認でき
ます。

 ボタンを
クリックし検定料のお支払い画面へ。

出願確認票（サンプル） 引き続き支払う

samp
le

写真選択へ
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入学検定料の支払い

セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート セイコーマート Pay-easy

利用ATM
デイリーヤマザキ
ヤマザキデイリーストアー

クレジットカードでの支払い
出願内容の登録時に選択し、支払いができます。
【ご利用可能なクレジットカード】
VISA、Master、JCB、AMERICAN EXPRESS、MUFGカード、DCカード、UFJカード、NICOSカード

出願登録時に支払い完了 Webで手続き完了

コンビニエンスストアでの支払い ペイジー対応銀行ATMでの支払い

●レジで支払い可能

コンビニエンスストア

●店頭端末を利用して支払い可能

Loppi

Loppi マルチコピー機 ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ

出願内容の登録後に表示されるお支払いに必要な番号を控えて、
コンビニエンスストアでお支払いください。

出願内容の登録後に表示される
お支払いに必要な番号を控えて、
ペイジー対応銀行ATMにて画面の
指示に従って操作のうえお支払い
ください。

ネットバンキングでの支払い
出願内容の登録後、ご利用画面からそのまま各金融
機関のページへ遷移しますので、画面の指示に
従って操作し、お支払いください。

※決済する口座がネットバンキング契約されていることが必要です

※利用可能な銀行は「支払い方法選択」画面で確認してください。

店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う※

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
検定料を現金で支払う※

申込券（受付票）発行後は30分以内にレジにて
支払ってください。

取扱明細書兼領収書を必ず受け取る領収書（レシート形式）を必ず受け取る

※ゆうちょ銀行・銀行ATMを利用する場合、現金で10万円を超える場合はキャッシュカードで支払ってください。コンビニエンスストアを利用の場合は現金で30万円までの支払いとなります。
＊画面ボタンのデザインや支払い手順などは予告なく変更となる場合があります。

ご利用明細書を
必ず受け取る

支払い内容確認

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「税金・料金払い
込み」などを選択

レジで
「インターネット代金
支払い」と伝える

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

収納機関番号
「58021」
を入力

「現金」「キャッシュ
カード」を選択し
支払う※

レジで検定料を
現金で支払う※

銀行ATM

各コンビニ端末画面・ATMの画面表示に従って必要な情報を入力し、内容を確認してから入学検定料を支払ってください。

「オンライン決済番号
（11桁）」を伝える

「払込票番号
（13桁）」を伝える

レジで
「オンライン決済」と

伝える

「各種番号をお持ち
の方」を選択

「お客様番号
（11桁）」入力

「マルチペイメント
サービス」を選択

「確認番号（6桁）」
入力

支払い内容確認

「確認番号（6桁）」
入力

「お客様番号
（11桁）」入力

支払い内容確認

マルチコピー機

「代金支払い/チャージ
（コンビニでお支払い
Payment/Charge）」

を選択

※海外在住の方はクレジットカードのみでの支払いとなります。
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出願登録、入学検定料の支払後にダウンロードできる書類を印刷し、その他の必要書類と併せて出願期間内に
郵便局窓口から「簡易書留速達郵便」で郵送してください。

詳細は学生募集要項を確認してください。

※出願受理した入学検定料・出願書類等は学生募集要項で明記しているもの
を除き一切返却しません。

出願はインターネット出願登録サイトでの登録完了後、入学検定料を支払い、必要書類を郵送して完了と
なります。登録が完了しても出願書類の提出期限に書類が届かなければ出願を受理できませんので注意
してください。
インターネット出願は24時間可能です。出願登録、検定料の支払い、出願書類の郵送は学生募集要項で定められた期間内に行ってください。ゆとりを
持った出願を心がけてください。

出願書類等の印刷と郵送

■出願書類

〈出願完了〉

出願時の
注意点

出願書類等

出願
確認票

出願確認票

証明書等

その他 必要書類

送付先

宛名シート

⑴ マイページに表示された の
 ボタンをクリックしてください。

⑵  お支払いが正常に完了すると
　　     のボタンがクリックできる
 ようになり出願確認票の出力ができます。

「出願確認票」の印刷方法

登録しただけでは出願は完了していませんので注意してください。

出願書類提出用宛名シート
市販の角形2号封筒（24㎝×33.2㎝）

に貼り付けて作成

出願確認票（印刷）

出願確認票（印刷）

出願書類の郵送先は宛名シートに自動で印字されます。

※学生募集要項で確認してください。

出願を受け付けた後、受験票の印刷が可能になりましたら、出願時に登録されたメールアドレスへ通知します。
必ず印刷し、試験当日持参してください(※郵送はいたしません)。
なお、メールが届かない場合でも、試験前日までにインターネット出願サイトにログインし、各自で印刷をして試験
当日に持参してください。
また、このメールに記載のＵＲＬから＜受験者心得＞にアクセスし、
該当する研究科・専攻の注意事項を印刷・熟読してください。

受験票の印刷

受験票
氏名：○○○○
入試：×××入試【受験票の印刷に関する注意事項】

必ずA4用紙に片面印刷をしてください。（白黒印刷可）
印刷用紙はA4サイズ縦・両面無地・白の用紙を使用してください。
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Ⅱ．入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

１．信州大学大学院入学者受入方針 

信州大学大学院は、以下のような能力や意欲を備えた人たちを積極的に受け入れます。 

・幅広い教養と専攻する分野の専門知識を持ち、さらに高度な専門的知識・専門応用能力を修得した

い人 

・知的好奇心が旺盛で、専門的課題や地域社会の抱える課題に主体的に取り組む人 

・深い知性、論理的な思考力、豊かな人間性を備え、様々な分野でリーダーシップを発揮し、活躍し

たい人 

・社会・環境・国際問題に関心をもち、創造力を活かし、グローバルに活躍したい人 

・職業経験から獲得した知識・技能を高度化、深化させたい人 

 

２．信州大学大学院総合人文社会科学研究科入学者受入方針 

総合人文社会科学研究科（総合人文社会科学専攻）では、真理を探究する確かな基礎研究と実証に基

づく高度実践研究との融合知の蓄積、地域を活かす学びの環境を基盤にして、独創的な提案力を持ち、

問題解決に向けた課題の整理、課題解決のための計画･実行力を持った地域中核人材の輩出を目指して

います。そのため、次のような資質・能力を備えている学生を求めています。 

1. 知識・技能 

・専門領域の基本的な専門的知識・技能を有している者 

2. 能力 

・情報の収集・分析を通じた研究を行うために必要な考察力・思考力を有し、問題関心・課題や分析

内容を平易かつ的確に表現することができる者 

3. 意欲 

・学問研究に対する強い意欲を有している者 

・社会が抱える課題の解決に取り組む意欲を有している者 

上記の素養を持つ大学院生を選抜するために、一般選抜では各専門領域に必要な専門試験を課すと

ともに、面接では必要な知識と基礎学力に加え、学問研究や社会の課題解決への意欲を判定します。ま

た成績証明書・研究計画書などの評価を加えて総合的に合否を判定します。 

 

３．各分野の入学者受入方針 

（１）人間文化学分野の入学者受入方針 

  人間文化学分野では、現実の社会に働きかける、のびやかで生き生きとした知の力である「実践知」

を基盤として、高度な論理的思考と科学的分析によって、複雑で多様な諸問題の根元を解明し、創造的

な指針を得る「知の方法」に展開させることを目標にしています。「知の方法」を得た人物は、あらゆ

る科学や応用技術を支えるもっとも基本的かつ実践的基盤である、柔軟な認識能力・多角的分析能力・
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豊かな表現能力を身につけることとなりますので、進学先・就職先その他社会生活においても、それを

活かして活躍していくことが期待されます。 

 上記の目標を達成するため、本分野の学生には、以下の能力や意欲が素養として要求されます。 

1. 知識・技能 

・専攻する専門領域の基礎学力 

2. 能力 

・文章などを的確に理解し、それに基づいて判断でき表現できる能力およびプレゼンテーション能 

 力 

3. 意欲 

・学問研究に対する強い意欲 

・社会が抱える課題の解決に、人間文化学的アプローチから取り組む意欲を有している者 

本分野では、上記の素養を持つ大学院生を選抜するために、一般選抜・前期日程試験では、1・2 に

対して各専門領域に必要な外国語文献・資料などを含む専門試験を課すとともに、面接試問では 3 を

中心にして、必要な知識と基礎学力を判定します。また成績証明書などを加えて総合的に合否を判定し

ます。一般選抜・後期日程試験では、1・2 に対して研究計画書、課題作文の提出を課すとともに、口

述試問では 3 を中心にして、必要な知識と基礎学力を判定します。また成績証明書などを加えて総合

的に合否を判定します。 

  前期日程試験社会人特別選抜及び私費外国人留学生試験では、1・2 に対して小論文を課すとともに、

面接試問で 3 を中心にして必要な知識と基礎学力を判定します。また成績証明書・研究計画書・自己

申告書などを加えて総合的に合否を判定します。  

後期日程社会人特別選抜及び私費外国人留学生試験では、1・2 に対して研究計画書、課題作文の提

出を課すとともに、口述試問では 3 を中心にして、必要な知識（私費外国人留学生試験では日本語能

力を含む）と基礎学力を判定します。また成績証明書・研究計画書などを加えて総合的に合否を判定し

ます。 

 

（２）心理学分野の入学者受入方針 

総合人文社会科学研究科（総合人文社会科学専攻）心理学分野では、真理を探究する確かな基礎研究

と実証に基づく高度実践研究との融合知の蓄積、地域を活かす学びの環境を基盤にして、独創的な提案

力を持ち、問題解決に向けた課題の整理、課題解決のための計画･実行力を持った地域中核人材の輩出

を目指しています。そのため、次のような資質・能力を備えている学生を求めています。 

1. 知識・技能  

・心理学及びその関連領域の基本的な専門的知識・技能を有している者  

2. 能力  

・情報の収集・分析を通じた研究を行うために必要な考察力・思考力を有し、問題関心・課題や分析

内容を平易かつ的確に表現することができる者  

3. 意欲  

・心理学研究に対する強い意欲を有している者  

・社会が抱える課題の解決に、心理学的アプローチから取り組む意欲を有している者 
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4. 臨床心理学コース  

・1～3に加えて、人々の心の健康の保持増進に取り組む意欲を有している者  

   上記の素養を持つ大学院生を選抜するために、一般選抜では心理学及びその関連領域に必要な専門

試験を課すとともに、面接では必要な知識と基礎学力に加え、学問研究や社会の課題解決への意欲を

判定します。さらに、これに加えて臨床心理学コースでは、人々の心の健康の保持増進への意欲を判

定します。最終的に、成績証明書・研究計画書などの評価を加えて総合的に合否を判定します。 

 

（３）経済学分野の入学者受入方針 

経済学分野では、信州大学大学院総合人文社会科学研究科入学者受入れの方針に基づき、次のような

資質・能力を備えている学生を求めています。 
1. 知識・技能 

・経済学の基本的な専門的知識・技能を有している者 

2. 能力 

・経済学に必要な統計学の基礎的手法における考察力・思考力を有している者 

3. 意欲 

・経済学の学問研究に対する強い意欲を有している者 

・社会が抱える課題の解決に取り組む意欲、旺盛な知的好奇心とリーダーシップをとるのに相応し

いコミュニケーション能力を有している者 

上記の素養を持つ大学院生を選抜するため、一般選抜では経済学に必要な基礎知識及び統計手法に

関する専門試験を課すとともに、面接では必要な知識と基礎学力に加え、学問研究や社会の課題解決へ

の意欲を判定します。また成績証明書・研究計画書などの評価を加えて総合的に合否を判定します。 

 

（４）法学分野の入学者受入方針 
法学分野では、信州大学大学院総合人文社会科学研究科入学者受入れの方針に基づき、次のような資

質・能力を備えている学生を求めています。 

1. 知識・技能 

・法学領域の基本的な専門的知識と法律的な考え方を身につけている者 

2. 能力 

・情報の収集・分析を通じた研究を行うために必要な考察力・思考力を有し、問題関心・課題や分析

内容を、法律的な考え方に基づいて、平易かつ的確に表現することができる者 

3. 意欲 

・法学領域の学問研究に対する強い意欲を有している者 

・社会が抱える法的課題の解決に取り組む意欲を有している者 

 上記の素養を持つ大学院生を選抜するために、一般選抜では法律学の専門領域に必要な基礎知識や

法律的な考え方に関する専門試験を課すとともに、面接では必要な知識と基礎学力に加え、学問研究や

社会の課題解決への意欲を判定します。また成績証明書・研究計画書などの評価を加えて総合的に合否

を判定します。 
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Ⅲ．総合人文社会科学研究科募集要項 

 

１．募集人員  

分野 専門領域/コース 選抜区分 募集人員 

人間文化学分野 

哲学・思想論領域、社会学領

域、文化情報論領域、実験心理

学領域、社会心理学領域、日本

史領域、東洋史領域、西洋史領

域、日本文学領域、日本語学領

域、日本語教育学領域、中国語

学・中国文学領域、比較文学領

域、ドイツ語学・ドイツ文学領

域、フランス語学・フランス文

学領域、英語学領域、英語文学

領域、芸術コミュニケーション

領域 

一般選抜 

 6 人  

私費外国人留学生

試験 

社会人特別選抜 

心理学分野 

 

発達科学・認知科学・人間科学

領域 

一般選抜 
 6 人  

社会人特別選抜 

臨床心理学コース 一般選抜 10 人  

経済学分野  

一般選抜 

 4 人  
推薦特別選抜  

社会人特別選抜 

(後期日程のみ ) 

法学分野  

一般選抜 

 4 人  
推薦特別選抜  

社会人特別選抜 

(後期日程のみ ) 

計  30 人  

 

２．出願資格  

（１）一般選抜・私費外国人留学生試験  

下表の 1～14 のいずれかの資格を満たす方  

出 願 資 格 等 の 詳 細 説 明 

1 
大学（修業年限 4 年以上）を卒業した方又は 2024 年 3 月までに卒業見込みの

方  

2 
学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 104 条第 7 項の規定により学士の学位

を授与された方又は 2024 年 3 月までに学士の学位を授与される見込みの方  

3 
外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した方又は 2024 年 3 月ま

でに修了見込みの方 
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※  私費外国人留学生試験出願資格者は、上記に加え、外国国籍を持ち、在留資格

「留学」を有しているか、入学時に「留学」を取得見込みの方。  

※  外国の教育課程を修了し、出願を希望する場合は、事前に出願資格について各分

野へご相談ください。 

4 

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修すること

により当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した方又は 2024 年 3 月

までに修了見込みの方  

5 

我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育におけ

る 16 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した方又は 2024 年 3 月までに修了見込みの方  

6 

外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況につい

て、当該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又

はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）におい

て、修業年限が 3 年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通

信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了

すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て 5 の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の

学位に相当する学位を授与された方又は 2024 年 3 月までに授与される見込みの

方  

7 

専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科

学大臣が定める日以後に修了した方又は 2024 年 3 月までに修了見込みの方  

8 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号参照）  

9 
学校教育法第 102 条第 2 項の規定により本研究科以外の大学院に入学した方

で、本研究科において、教育を受けるにふさわしい学力があると認められる方  

10 
本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した方と同等以上

の学力があると認められる方で、2024 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する方 

11 
2024 年 3 月までに大学に 3 年以上在学し、本研究科の定める単位を優秀な成績

で修得したと認められる方  

12 

外国において学校教育における 15 年の課程を修了した方又は 2024 年 3 月まで

に修了見込みの方であって、本研究科の定める単位を優秀な成績で修得したと

認められる方  

13 

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修すること

により当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了した方又は 2024 年 3 月

までに修了見込みの方であって、本研究科の定める単位を優秀な成績で修得し

たと認められる方 

14 

我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育におけ

る 15 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した方又は 2024 年 3 月までに修了見込みの方

であって、本研究科の定める単位を優秀な成績で修得したと認められる方  
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（２）社会人特別選抜  

※  人間文化学分野、心理学分野、発達科学・認知科学・人間科学領域、経済学分野

（後期日程）、法学分野（後期日程）のみ実施  

①  2024 年 4 月 1 日現在満 25 歳以上の方 

②  2024 年 4 月 1 日現在満 25 歳未満であるが、出願時に定職についている方  

 上記のいずれかに該当し、かつ下表の 1～6 の各号のいずれかの資格を満たす方  

 

 

（３）推薦特別選抜 

※  経済学分野、法学分野のみ実施  

下表の 1～3 の全ての資格を満たす方  

※推薦特別選抜への出願は、前期又は後期のどちらか一方になります。前期に出願して不

合格となった方は、後期の推薦特別選抜に出願することはできません（後期の一般選抜に

出願することは可能です。）。 

 

出 願 資 格 等 の 詳 細 説 明 

1 大学（修業年限 4 年以上）を卒業した方  

2 
学校教育法第 104 条第 7 項の規定により、学士の学位を授与された方又は 2024

年 3 月までに学士の学位を授与される見込みの方  

3 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方  

4 
外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに

より当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した方  

5 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号参照）  

6 
本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した方と同等以上

の学力があると認めた方で、 2024 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する方 

出 願 資 格 等 の 詳 細 説 明 

1 
出願時点で、信州大学経法学部 4 年次に在学しており、 2024 年 3 月 31 日まで

に卒業見込みである方  

2 

経済学分野 
3 年次後期までの通算 GPA が 2.5 以上の方又は「ミクロ経済学Ⅰ」、

「マクロ経済学Ⅰ」、「統計学Ⅰ」の全ての成績が「優」以上の方  

法学分野 
3 年次後期までの通算 GPA が 2.5 以上の方又は「刑法Ⅰ」、「民法

総則・物権法」、「憲法」の全ての成績が「優」以上の方 

3 
指導教員（出願時に指導教員がいない場合は大学院で受け入れ予定の教員。以

下同じ）の推薦を受けている方  
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３．入学資格審査  

  「２．出願資格（１）の 9～14 又は（２）の 6」により出願しようとする方は、以下

に定める書類に基づき入学資格審査を行います。  

 

（１）申請書類受付 

①  受付期間  

前期日程 2023 年  8 月 1 日（火）～  8 月 7 日（月）（ 17 時までに必着） 

後期日程 2023 年 12 月 11 日（月）～ 12 月 15 日（金）（ 17 時までに必着）  

②  郵送する場合は、「簡易書留郵便」（日本国外からは EMS 又は DHL 等）とし、封筒の

表に「大学院入学資格審査申請書類在中」と朱書きしてください。  

③  提出先：「４．出願手続（３）書類提出先」へ提出してください。  

 

（２）申請書類 

書類等 摘要 

１  入学資格審査申請書 
本研究科 web サイト掲載の所定の様式をダウンロードし、

必要事項を記入してください。  

２  成績証明書 
最終学校等の学校長が作成し、厳封したものを提出してく

ださい。ただし、厳封を必要としない「すかし」「浮き出し

文字」等の不正防止処理が施された用紙を使用した証明書の

場合は、厳封は不要です。 

成績証明書は、在学時の履修状況が示されていることが必

要です。 

英語以外の外国語の証明書には、日本語訳を添付してくだ

さい。 

３  卒業（見込）証明書 

（注）  その他、申請書に添付書類が必要となる分野もあるため、申請前に確認してく

ださい。 

 

（３）入学資格審査結果の通知  

審査結果は、前期：2023 年 8 月 30 日（水）、後期：2024 年 1 月 12 日（金）までに申

請時のメールアドレス宛にメールします。  

  ※  上記期限内に審査結果が届かない場合には速やかに提出先（「４．出願手続（３）書類提出先」）

へ電話連絡をしてください。 

  ※  迷惑メール対策などでドメイン指定受信の設定をされている場合、必ず次のドメイン指定受

信の設定を行ってください。「@shinshu-u.ac.jp」 

  ※  迷惑メールフォルダに振り分けられているケースがあります。お問い合せの前に一度、ご確

認をお願いします。 
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４．出願手続  

（１）出願期間 

①  前期日程  

分野 期間 

人間文化学分野 

2023 年 9 月 1 日（金）～ 9 月 7 日（木）17 時（必着）  
心理学分野 

経済学分野 

法学分野 

 

②  後期日程  

分野 期間 

人間文化学分野 

2024 年 1 月 15 日（月）～ 1 月 19 日（金） 17 時（必着）  
心理学分野 

経済学分野 

法学分野 

※  インターネット出願登録サイトへの事前登録及び入学検定料の支払いは， 

前期： 2023 年 8 月 25 日（金）、後期：2024 年 1 月 8 日（月）から可能です。  

  ※  必要書類等の提出は原則郵送とし、出願期間最終日 17 時（日本時間）までに必

着とします。  

 

（２）出願方法 

  以下の①から③までの手続きを行ってください。  

 ①  インターネットによる出願情報の登録（顔写真のアップロードを含む。）  

 ②  入学検定料の支払い 

   a 検定料  30,000 円  

    （注）入学検定料の他に、別途必要な支払手数料は志願者負担となります。  

   b 支払期間【全分野】 

前期日程 2023 年 8 月 25 日（金）～ 9 月 7 日（木） 

後期日程 2024 年 1 月  8 日（月）～ 1 月 19 日（金）  

   C 支払方法  4 ページの「STEP5 入学検定料の支払い」をご参照ください。  

（注）・銀行窓口での支払いはできません。  

・コンビニエンスストアに設置されている ATMでの支払いはできません。  

・コンビニエンスストアでの支払いは現金のみです。電子マネーやクレジ

ットカードは利用できません。  

 ③  必要書類等の提出（郵送）  

   「（４）出願書類等」を参照して必要書類を揃え、「（３）書類提出先」へ出願期間

内に原則郵送で提出してください。  
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  ※  市販の角形２号封筒（240 ㎜×332 ㎜）に入れ、その封筒にインターネット出願

登録サイトから印刷した「宛名シート」を貼り付け、簡易書留速達郵便（日本国外

からは EMS 又は DHL 等）で郵送してください。出願期間最終日 17 時までに到着し

たものを受け付けます。  

  ※  インターネット出願登録サイトへの登録だけでは、出願は完了しません。出願期

間内に必要書類を郵送することで完了します。  

 

（３）書類提出先及び問い合わせ先  

分野名 提出先及び問い合わせ先  

人間文化学分野 

信州大学大学院総合人文社会科学研究科  

人間文化学分野入試事務室（信州大学人文学部内）  

〒 390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 電話 0263-37-2255 

E-Mail: jgakumu1@shinshu-u.ac.jp 

心理学分野 

信州大学大学院総合人文社会科学研究科  

心理学分野入試事務室  

（信州大学教育学部内）  

〒 380-8544 長野市西長野 6 のロ 電話  026-238-4041 

E-Mail: edu-ad@shinshu-u.ac.jp 

経済学分野 

信州大学大学院総合人文社会科学研究科  

経済学分野入試事務室（信州大学経法学部内）  

〒 390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 電話 0263-37-2304 

E-Mail: graduate_law_econ@shinshu-u.ac.jp 

法学分野 

信州大学大学院総合人文社会科学研究科  

法学分野入試事務室（信州大学経法学部内）  

〒 390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 電話 0263-37-2304 

E-Mail: graduate_law_econ@shinshu-u.ac.jp 

 

（４）出願書類等 

  入学志願者は、次の書類等を取り揃えて出願期間内に提出してください。  

  （①、②は全分野共通書類）  

①  インターネット出願登録後、マイページから印刷する書類等  

※印字されている内容に誤りがないか、必ず確認してください。  

 書類等 摘要 

１ 出願確認票 A4サイズの用紙に印刷してください（白黒印刷可）。 

２ 宛名シート 
印刷したものを市販の角形２号封筒（240㎜×332㎜）に貼り付け、必要書

類を入れて郵送してください。 
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② インターネット出願登録サイトでアップロードが必要なもの（郵送による提出不

要） 

書類等 摘要 

３  写真 

インターネット出願登録時に、志願者本人の写真（出願３か月以内に撮影

した上半身、無帽、正面向き、背景なしのもの）のアップロードを行ってく

ださい。 

③ 志願者が準備する書類等

分野ごとに提出する書類が異なります。備考欄に従って提出してください。

人：人間文化学分野  

発：心理学分野発達科学・認知科学・人間科学領域  

臨：心理学分野臨床心理学コース  

経：経済学分野  

法：法学分野  

書類等 摘要 
備考 

人  発  臨  経  法  

４  成績証明書 

最終出身学校の長等が作成し、厳封したもの

を提出してください。 

ただし、厳封を必要としない「すかし」「浮き

出し文字」等の不正防止処理が施された用紙を

使用した証明書の場合は、厳封は不要です。 

在学時の履修状況が示されていることが必要

です。 

なお、大学院を修了した方又は修了見込みの

方は、大学と大学院の成績証明書を提出してく

ださい。 

英語以外の外国語の証明書には日本語訳を添

付してください。 

〇  〇  〇  〇  〇  

５  

卒業証明書又

は卒業見込証

明書 

最終出身学校の長が作成した卒業（見込）証明

書又はこれに代わるものを提出してください。 

入学資格審査で合格された方は本大学院の入

学資格審査の結果通知書のコピーを提出してく

ださい。 

英語以外の外国語の証明書には日本語訳を添

付してください。 

〇  〇  〇  〇  〇  

６  課題等 

20ページからの「５．選抜日時等及び選抜方

法」の「（２）選抜方法」を参照し、指示に従っ

て課題等を作成し、その他の出願書類と同封し

提出してください。（後期日程志願者のみ。） 

〇  

７  

日本語能力試験

又は日本留学試

験成績通知書 

過去に日本語能力試験又は日本留学試験を受

験した方は日本語能力試験（N１）又は日本留学

試験（日本語）の成績通知書のコピーを提出して

ください。 

なお、受験していない方が不利益となること

外 国 人 志 願 者 の

み 提 出 し て く だ

さい。 
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書類等 摘要 
備考 

人  発  臨  経  法  

はありません。 

８  

「住民票の写

し」又は「パ

スポート」の

コピー 

現に日本国に居住し、かつ、「在留カード」又

は「外国人登録証明書」をお持ちの方は、「住民

票の写し」（居住している市町村長が発行するも

の）を提出してください。 

それ以外の方は、「パスポート」のコピー（氏

名、国籍、生年月日、性別が記載された部分及び

日本国証の部分）を提出してください。 

外 国 人 志 願 者 の

み 提 出 し て く だ

さい。 

 

（注）改姓により証明書等との氏名が異なる場合は、改姓後の「戸籍抄本」を提出して

ください。 

 

④  本研究科の web サイトからダウンロードして提出する書類  

（https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/） 

 「※」は本研究科（各分野）の独自様式を示す。  

書類等 摘要 
備考 

人  発  臨  経  法  

９  研究計画書 ※ 
卒業論文等従来の研究主題とその概略及び入学

後の研究計画を記入してください（2,000字程度）。 
〇      

10 受験承諾書 ※ 

【一般選抜】 

官公庁、会社等に在職中の方は、可能な限り、

その長又は代表者の承諾書を提出してください。 

【社会人特別選抜】 

勤務先に在職のまま在学することを希望される

方は、勤務先の代表者の受験承諾書を提出してく

ださい。 

〇      

11 
口述試験用調書 

※ 

必要事項を記入してください。 

各項目について字数の制限はありません。 
 〇  〇    

12 

研究計画書 ※ 

又は 

研究計画書

（社会人）※  

経済学分野所定の様式に従い作成してくださ

い。 

 社会人で、「一般選抜」を希望する方は「研究計

画書」に代えて「研究計画書（社会人）」のフォー

マットを用いて作成することも可能です。この場

合「4 文章化された業績」欄には、以下に掲げる

ものを記入してください。 

ア．仕事上の業績リスト（業績の有形無形は問

いません。） 

イ．所属する組織において志願者が作成した調

査報告、経営分析等に関する著書、論文、

記事等。共著の場合は志願者の役割、分担

   〇   

https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/
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書類等 摘要 
備考 

人  発  臨  経  法  

箇所等を明記してください。 

ウ．著書、論文、記事等。共著の場合は志願者

の役割、分担箇所等を明記してください。 

エ．その他、志願者の能力・適性を審査するの

に役立つと考えられる資料 

「3 仕事上の業績」及び「4 文章化された業績」

に準ずるものがあれば、別途その内容紹介を兼ね

たリスト（任意のＡ４用紙、右上に氏名を明記）

を添付してください。 

大学在学時に学習・研究に関連して特筆すべき

成果があるときは、それを証明する資料等があれ

ば添付してください。 

なお、「社会人特別選抜」（後期日程のみ実施）

を希望する社会人は、「研究計画書」と「研究計画

書（社会人）」の両方を提出してください。とりわ

け、「研究計画書」には「研究計画書（社会人）」

で記述した「4 文章化された業績」からどのよう

な着想を得て、それがどのような社会的・業務上

の課題解決につながるのかを明瞭に記述してくだ

さい。 

13 参考資料  

「研究計画書（社会人）」の「4 文章化された業

績」に記載した場合には、重要と考えられるもの

すべてのコピーとその要約（各1,200字程度）を添

付してください。 

   〇   

14 研究計画書 ※ 法学分野所定の様式に従い作成してください。     〇  

15 自己申告書 ※ 法学分野所定の様式に従い作成してください。     〇  

16 参考資料  

税理士試験における税法科目の免除を受けるた

めに税法に関する修士論文を執筆することを希望

される方は、税理士試験を受験したことがあれば

その結果通知書のコピー、その他にも税理士とな

るための能力・適性を評価するのに役立つ資料が

あればその資料を添付してください。 

    〇  

17 

推薦書  ※ 

又は 

推薦書（推薦

特別選抜）※  

組織から派遣される社会人志願者は、本研究科

所定の様式により志願者の所属する組織の長また

は所属部局等の長が作成したものを厳封して提出

してください。 

推薦特別選抜志願者は、本研究科所定の様式に

より、指導教員が作成したものを厳封して提出し

てください。 

上記以外の志願者は、推薦書を提出する必要は

ありません。 

   〇  〇  
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 社会人特別選抜出願者は上記（ 9～ 17）以外に次の書類を提出してください。  

 書類等 摘要 
備考 

人  発  臨  経  法  

18 自己申告書 ※ 

出願者の能力、適性を審査するのに役立つと

考えられる資料等のリストを記入してくださ

い。 

〇  〇     

19 在職証明書 
出願資格（２）社会人特別選抜②の方のみ提出

してください。 
〇  〇   〇   

 

（５）出願に際しての注意事項  

①  出願書類等に不備があるものは、受理しません。 

②  出願手続後の書類の変更は、認めません。  

③  受理した出願書類は、どのような理由があってもお返しできません。  

④  支払済みの入学検定料は、出願書類を受理した後はお返しできません。  

なお、入学検定料を誤って二重に支払った場合又は支払ったが本学に出願しなかった

（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合は、本人の請求によ

り支払われた入学検定料（二重に支払った場合は重複して支払われた分）の返還が可能

です。返還手続については、本学の webサイト（入試情報ポータル／入学検定料返還手

続）をご覧ください。  

（https://www.shinshu-u.ac.jp/ad_portal/return/index.html） 

⑤  出願書類に虚偽の記載があった場合は、合格を取り消します。  

⑥  出願後、受信場所（志願者連絡先）を変更した場合は、直ちに出願した分野の入試事

務室に届け出てください。  

 

（６）受験票等 

①  受験票の発行・受験者心得  

受験票は、受験番号確定後にインターネット出願登録サイトのマイページからダウン

ロードできます。システム上で登録したメールアドレスへ受験番号確定のお知らせメー

ルを送信しますので、必ず確認のうえ印刷してください。（白黒印刷可）  

なお、印刷した受験票は、試験当日に必ず持参してください。  

※  受験番号確定のお知らせメールに記載の URLから〈受験者心得〉にアクセスし、各分

野の注意事項を印刷・熟読のうえ、試験当日に受験票とともに持参してください。  

※  受験番号確定のお知らせメールが試験日の１週間前になっても届かない場合は、

インターネット出願登録サイトにログインし、確認をしてください。  

②  受験票の保管 

受験票は入学手続や入試情報開示請求に必要となりますので、大切に保管してくださ

い。 
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５．選抜日時等及び選抜方法 

（１）選抜日時及び試験場  

 ① 前期日程：2023年 9月 22日（金） 経済学分野・法学分野 

        2023年 9月 23日（土） 人間文化科学分野・心理学分野 

分野 時間 試験場 

人間文化学分野 
専門試験・小論文 9：30～11：30 

面接試問 13：30～ 

信州大学 人文学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

心理学分野 
筆記試験 10：00～12：00 

口述試験 13：00～ 

信州大学 教育学部 

〒380-8544 長野市西長野 6のロ 

経済学分野 
筆記試験 10：00～11：30 

口述試験 指定された時間 

信州大学 経法学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

法学分野 
筆記試験 10：00～11：30 

口述試験 指定された時間 

信州大学 経法学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

 

 ② 後期日程：2024年 2月 3日（土） 全分野 

分野 時間 試験場 

人間文化学分野 
課題作文 出願時 

口述試問 14：00～ 

信州大学 人文学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

心理学分野 
筆記試験 10：00～12：00 

口述試験 13：00～ 

信州大学 教育学部 

〒380-8544 長野市西長野 6のロ 

経済学分野 
筆記試験 10：00～11：30 

口述試験 指定された時間 

信州大学 経法学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

法学分野 
筆記試験 10：00～11：30 

口述試験 指定された時間 

信州大学 経法学部 

〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 
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（２）選抜方法 

 ① 人間文化学分野 

学力試験及び面接試問の結果並びに提出書類の記載事項等を総合して判定します。 

 

前期日程 

（ア）一般選抜（専門試験＋面接試問） 

    志願者は下記の専門試験詳細から出願時に、研究計画に関わる１専門領域を選択します。 

専門試験詳細 

分野 専門領域 備考 

人
間
文
化
学
分
野 

哲学・思想論 
問題には出願時に選択した外国語（英語／フラン

ス語／ドイツ語／古典中国語から一つ）を含む。 

社会学 問題には英語を含む。 

文化情報論 問題には英語を含む。 

実験心理学 問題には英語を含む。 

社会心理学 問題には英語を含む。 

日本史 問題には史料読解を含む。 

東洋史 問題には英語・中国語などを含む。 

西洋史 問題には英語・フランス語などを含む。 

日本文学 問題には資料読解を含む。 

日本語学 問題には資料読解を含む。 

日本語教育学 問題には資料読解を含む。 

中国語学・中国文学 問題には中国語を含む。 

比較文学 

問題には英語および、出願時に選択した外国語

（古典ギリシア語／ラテン語／フランス語から

一つ）を含む。なお上記の言語すべてについて、

希望者には試験場で辞書を貸与する。 

ドイツ語学・ドイツ文学 問題にはドイツ語を含む。 

フランス語学・フランス文学 問題にはフランス語を含む。 

英語学 問題には英語を含む。 

英語文学 問題には英語を含む。 

芸術コミュニケーション 問題には英語を含む。 
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（イ）社会人特別選抜・私費外国人留学生試験（小論文＋面接試問）  

社会人特別選抜及び私費外国人留学生試験志願者については、小論文試験を行います。 

 

後期日程 

一般選抜・社会人特別選抜・私費外国人留学生試験（課題作文＋口述試問） 

一般選抜・社会人特別選抜・私費外国人留学生試験のいずれの志願者にも、出願時に課題作文の

提出が課されます。提出された課題作文に基づき口述試問を行います。 

 

課題作文の課題は以下のとおりです。 

「現代における人文学研究の意義を視野に入れて、あなたが専攻する領域と研究したいテ

ーマについて論じなさい」 

使用言語は日本語とし、2,000字程度にまとめること。パソコンなどで作成し、A4用紙に印刷

し、その他の出願書類と同封し提出してください。 

 

人文科学研究科及び人間文化学分野の過去の試験問題をご覧になりたい方は、信州大学大学院

総合人文社会科学研究科人間文化学分野（信州大学人文学部内）入試事務室に問い合わせてくだ

さい。 

 

② 心理学分野 

筆記試験、口述試験を行い、その成績と出願書類の内容を総合して判定します。筆記試験では心理

学及びその関連領域の専門的知識を評価します。発達科学・認知科学・人間科学領域で使用する筆記

試験の問題は一般選抜と社会人特別選抜で共通します。臨床心理学コースでは英語の問題を含みま

す。口述試験では、事前に提出された「口述試験用調書」等により、入学後の研究計画の具体性と研

究意欲を評価します。 

 

（ア）一般選抜（前期日程・後期日程） 

発達科学・認知科学・人間科学領域 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

筆記試験 心理学及びその関連領域の専門的知識 200  

口述試験 口述試験用調書に基づいて行います。 100  

合計（総合点） 300  

 

臨床心理学コース 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

筆記試験 心理学及びその関連領域の専門的知識 200 
英語による問題を含みます 

（辞書の持込不可） 

口述試験 口述試験用調書に基づいて行います。 100  

合計（総合点） 300  
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（イ）社会人特別選抜（前期日程・後期日程） 

発達科学・認知科学・人間科学領域 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

筆記試験 心理学及びその関連領域の専門的知識 200  

口述試験 
口述試験用調書及び自己申告書に基づいて

行います。 
100 

 

合計（総合点） 300  

 

③ 経済学分野 

   入学者の選抜は、前期日程、後期日程ともに、書類審査、筆記試験（推薦特別選抜を除く）、口

述試験の結果を総合して行います。 

 

（ア）一般選抜（前期日程・後期日程） 

試験等の概要 

 試験内容 備考 

筆記試験 
学部レベルのミクロ経済学、マクロ経済学、統計学の

基礎知識 

 

口述試験 

経済学に必要な基礎知識及び統計手法に関する必要

な知識と基礎学力の確認に加え、学問研究や社会の

課題解決への意欲の評価 

 

 

（イ）推薦特別選抜（前期日程・後期日程） 

試験等の概要 

 試験内容 備考 

口述試験 

経済学に必要な基礎知識及び統計手法に関する必要

な知識と基礎学力の確認に加え、学問研究や社会・業

務の課題解決への意欲の評価 

 

 

（ウ）社会人特別選抜（後期日程のみ実施） 

試験等の概要 

 試験内容 備考 

筆記試験 ミクロ経済学とマクロ経済学の入門レベルの問題  

口述試験 

経済学に必要な基礎知識及び統計手法に関する必要

な知識と基礎学力の確認、業務と当研究科での研究

の関連、学問研究や社会・業務の課題解決への意欲の

評価 
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④ 法学分野 

   入学者の選抜は、書類審査、筆記試験（推薦特別選抜を除く）及び口述試験の結果を総合して行

います。筆記試験の科目は公法刑事法と民事法から選択することができます。公法刑事法は憲法又

は刑法から、民事法は民法から出題されます。受験者の皆様には、試験開始後に一科目を選択した

上で解答して頂きます。 

口述試験では学問研究や社会の課題解決に向けた意欲についての評価を行います。書類審査、筆

記試験（推薦特別選抜を除く）及び口述試験の結果を総合して、本分野の履修に適する能力を有す

るか否かの判定を行います。志願者別の試験開始時間等については、出願受付後にメールでお知ら

せします。 

また、選抜方法には一般選抜と推薦特別選抜、社会人特別選抜の三つの方式があります。三つの

選抜方法は、書類審査、筆記試験及び口述試験の各項目のウエイトに違いがあり、使用する筆記試

験の問題は共通します。 

社会人特別選抜は書類審査と口述試験の評価にウエイトを置いた選抜方式となります。出願時に

おいて既に大学を卒業されている方は、「社会人」として、一般選抜と社会人特別選抜の何れでも自

由に選択して出願することができます（在職証明書等は不要）。 

各選抜方法における比重は下記の表のとおりです。 

 

（ア）一般選抜（前期日程・後期日程） 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

書類審査  80  

筆記試験 

公法刑事法と民事法から選択することがで

きます。公法刑事法は憲法又は刑法から、民

事法は民法から出題されます。 
140 

六法（解説および判例のな

いもの。書込みをしていな

いものに限る）の持込みを

可とします。 

口述試験 
学問研究や社会の課題解決に向けた意欲に

ついての評価を行います。 
80 

 

合計（総合点） 300  

 

（イ）推薦特別選抜（前期日程・後期日程） 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

書類審査   80  

口述試験 
学問研究や社会の課題解決に向けた意欲に

ついての評価を行います。 
220 

 

合計（総合点） 300  
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（ウ）社会人特別選抜（後期日程のみ実施） 

試験等の概要 

 試験内容 配点 備考 

書類審査  120  

筆記試験 

公法刑事法と民事法から選択することがで

きます。公法刑事法は憲法又は刑法から、民

事法は民法から出題されます。 
60 

六法（解説および判例のな

いもの。書込みをしていな

いものに限る）の持込みを

可とします。 

口述試験 
学問研究や社会の課題解決に向けた意欲に

ついての評価を行います。 
120 

 

合計（総合点） 300  

 

※ 法学分野における研究指導体制についての情報提供について 

研究対象とする法分野によっては、その法分野を専門とする教員がいなかったり、既に多数の

大学院生の指導を引受けているといった事情により、合格してもその法分野を専門とする教員に

よる研究指導を受けることが困難な場合もあります。入学試験に合格した場合の特定の法分野に

関する研究指導の可能性について出願前に情報を得たい方は、法学分野入試事務室までご相談く

ださい。その際、予定している研究題目についてもお知らせください。お問い合わせのあった時

点での見込みとなりますが、可能な範囲で情報提供を行います。 

 

６．合格者の発表 

（１）日時 

前期日程 2023年 10月 13日（金） 16時 

後期日程 2024年  2月 9日（金） 10時 

 

（２）合格通知 

 同日中に合格者には合格通知書等を発送します。（不合格の方には通知しません。） 

また、本研究科 web サイトにも合格者の受験番号を掲載しますが、必ず合格通知書等を確認して

ください。 

（https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/） 

なお、電話や電子メール等による合否の問い合わせには、応じられません。 

 

７．入学手続及び納付金 

（１）入学手続 

合格者は、入学手続期間内に銀行振込により入学料を納入するとともに、原則として「書留速達郵

便」により必要な書類を提出してください。詳細については、合格通知書に同封しお知らせします。 

① 入学手続期間 

前期日程 2024年 1月 22日（月）～ 1月 26日（金）（必着） 

後期日程 2024年 2月 13日（火）～ 2月 19日（月）（必着） 

期間最終日 17時までに必着とし、表に「大学院入学手続書類在中」と朱書きした封筒に必要書

https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/
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類を入れ、以下の入学手続書類提出先に「書留速達郵便」で送付してください。 

持参する場合の入学手続の受付時間は、9時から 17時までとし、土曜日及び日曜日は受け付け

ません。 

 

② 入学手続書類提出先 

４．出願手続（３）に記載の「書類提出先」へ提出してください。  

 

（２）納付金 

① 納付金（入学料・授業料）の額 

入学料 282,000円 

授業料（前期） 

    （後期） 

267,900円 

267,900円 

（注） 金額は 2023年 4月現在のものです。入学時及び在学中に入学料・授業料が改定された場合

には、改定時から新入学料・新授業料が適用されます。納付金の額及び納付の方法については、

入学手続書類送付時に同封しお知らせします。 

② 既納の入学料は、どのような理由があってもお返しできません。 

③ 入学料・授業料の納入が著しく困難な方には、免除制度及び徴収猶予制度がありますので、希望さ

れる方は、入学手続書類送付時に同封される入学料免除・授業料免除等に関する書類をよく読んで、

願い出てください。 

④ 長期にわたる教育課程の履修について 

   職業を有する社会人で修業年限（2年）を超えて、一定の期間にわたり計画的に履修することが認

められた方に対して、年間の授業料の負担が軽減される制度があります（「10．その他（１）」参照）。

希望される方は、入学手続期間に所定の様式により申し出てください。 

 

（３）手続に当たっての注意事項 

① 入学手続書類を受領したら、なるべく早く入学手続を行ってください。 

② 入学手続締切日までに入学手続を完了しない方は、本学への入学を辞退したものとして取り扱い

ます。 

③ 合格者が本学の定める入学資格を満たさなかった場合は、入学できません。 

 

８．障害等のある方の事前相談  

この募集要項により本研究科に入学を志願する方で、障害（別表参照）等のために受験

上及び修学上の配慮を必要とする方は、下記の提出期限までに事前相談申込書を提出し

てください。 

なお、重度の障害のある方は、できる限り早い時期に相談してください。  

事前相談がない場合には、入学後の配慮がすぐに行えない場合がありますので、修学上

の配慮が必要な方は必ず事前相談を行ってください。  

※  事前相談申込書は、本学の web サイト（入試情報ポータル／障害等のある方の事前

相談）からダウンロードいただけます。  

（https://www.shinshu-u.ac.jp/ad_portal/consultation/index.html） 

https://www.shinshu-u.ac.jp/ad_portal/consultation/index.html
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  ダウンロードできない場合は、（３）事前相談申込書の提出先・連絡先へ問い合わ

せてください。 

  ※  日常生活においてごく普通に使用されている補聴器、松葉杖、車椅子等を使用し

て受験する場合も、試験場設定等において何らかの調整が必要となる場合がありま

すので、事前に相談してください。  

事前相談は、障害等のある志願者との対話を通じて、本学の現状において社会的障

壁となり得る部分について検討し、受験及び修学にあたってより良い方法やあり方を

実現するためのものです。障害等を理由に、受験や修学が制限されることはありませ

ん。 

 

（１）提出期限 

出願受付開始日の 2 週間前まで 

 

（２）提出書類 

 ①  本学所定の事前相談申込書  

 ②  病気・負傷や障害等の状況がわかる医師の診断書 (コピーでも可 )又は障害者手帳の

コピー 

※  上記書類は、配慮内容を決定する上で必要となりますので、必ず提出してくださ

い。 

※  必要に応じて、志願者または関係者等との面談を行う場合があります。  

 

（３）事前相談申込書の提出先・連絡先  

４．出願手続（３）に記載の「書類提出先」へ提出してください。  

 

（４）提出期限後の不慮の事故等による場合の配慮  

 不慮の事故等により配慮が必要となった場合等については、提出期限を過ぎてからも

相談を受け付けますが、相談の内容によっては対応できないことがあります。  

〈別  表〉 

区  分 障  害  の  程  度 

視覚障害 

両眼の視力がおおむね 0.3 未満のもの又は視力以外の視機能障害が

高度のもののうち、拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等

の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度のもの  

聴覚障害 

両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもののうち、補聴

器等の使用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく

困難な程度のもの   

肢体不自由 

1.肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行、筆記等日常生

活における基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの  

2.肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常

時の医学的観察指導を必要とする程度のもの   
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区  分 障  害  の  程  度 

発達障害 

自閉スペクトラム症（自閉性障害・アスペルガー障害・広汎性発達

障害）、限局性学習症（学習障害）、注意欠如多動性症（注意欠陥多動

性障害）のため配慮を必要とするもの  

病弱 

1.慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の

疾患の状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの  

2.身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの  

その他 上記以外で、受験上及び修学上配慮を必要とする程度のもの  

（参考：学校教育法施行令第 22条の 3、発達障害者支援法第 2条、大学入学共通テスト受験案内） 

 

９．入試情報の開示 

本選抜に係る入試情報を次のとおり開示します。 

（１）志願者数、受験者数、合格者数、入学者数 

① 開示方法：web サイト（下記 URL参照） 

（https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/） 

② 開示時期：2024年 4月以降 

 

（２）個人情報（試験成績）：総合点 

 ① 開示方法：開示請求による郵送を原則とします。 

 ② 請求者：原則として受験者本人とします。 

 ③ 請求方法 

   「入試情報開示請求書」に所要事項を記入し、下記の開示請求先に郵送してください。 

なお、「入試情報開示請求書」は、本研究科の web サイトからダウンロードしてください。 

   （https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/） 

※ 受験者本人であることを確認するとともに、受験番号を照合するため、本学の受験票を必ず

添付してください。 

※ 試験成績の郵送を希望する場合は、返信用封筒（長形３号（120mm×235mm）に郵便番号、住

所、氏名を明記し、特定記録料金を含む 244円分の切手を貼ったものを同封してください。 

④ 受付期間：2024年 5月 7日（火）～5月 27日（月）（消印有効） 

⑤ 開示時期：受け付け次第順次 

⑥ 開示請求先：４．出願手続（３）に記載の「書類提出先」へ提出してください。 

 

10．その他 

（１）社会人学生の学修について 

① 本研究科は、大学院設置基準第 14条（「修士課程においては、教育上特別の必要がある場合に

は、夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育

を行うことができる。」）による教育を実施しています。社会人学生は、授業の開講時間や履修方

法等について相談しながら、学修を進めます。心理学分野臨床心理学コースへの出願を考えられ

ている方は、下記③をご確認ください。 

https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/
https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/
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② 職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を

履修し修了することを希望した場合は、長期にわたる教育課程の履修を認めることができます。

希望がある場合は、入学手続時に申請を行い、4年を限度に許可します。 

③ 心理学分野臨床心理学コースは、資格取得のために 540時間以上の実習を行うため、在職しな

がら学修することは困難です。2年間大学院での学修に専念できる状況を整えてから入学するよ

う、ご準備ください。 

④ 社会人で出願を考えている方、あるいは組織において社員や職員の派遣を検討されている場合

等、お気軽にお問い合わせください。 

社会人が在職のまま大学院に入学する場合、様々なケースが考えられます。修学方法（特に勤

務と通学の時間的調整を必要とするとき）、その他就学補助制度など、事項は問いません。 

 

（２）出願等に関するお問い合わせは「４．出願手続（３）」を参照してください。  

   なお、受験に際して体調等に不安がある場合は、早めにご相談ください。 

 

（３）公共交通機関の乱れや自然災害、人為災害、感染症等の影響により、所定の日程による試験実施

が困難となるような不測の事態が生じた場合は、試験日程や選抜方法を変更したうえで、入学者の

選抜を行うことがあります。新たな措置を講じる必要が生じた際には、本研究科 webサイト又は出

願時に登録したメールアドレスへお知らせします。 

https://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/humanitiesandsocialsciences/admission/ 
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